
 

 

1．本市における公共交通の課題と解決に向けた計画の基本方針 

 【基本方針】多様な交通手段を用いた市民のサービス向上と持続可能な生活交通体系を構築する 

市の現況や社会情勢、公共交通を取り巻く課題を整理し、それらの解決に向けた本計画の基本方針を以下のように設定する。 

3．生活交通ネットワークの将来イメージ 

・ 本計画では前計画の基本方針を踏襲しつつ、駅前開発、復興事業等まちづくり事業との連携を図り、まちの将来像の実現に向けたまち

づくりに寄与する。 

・ さまざまな交通形態を活用し、更に上質な交通サービスの提供を図り、多様化する市民ニーズの変化に対応し、自動車が無くとも暮らして

いける地域の「足」としての公共交通の実現を目指す。 

・ 多賀城東部線及び多賀城西部線を市内の主要箇所（市役所、病院等）へのアクセス及び市外へアクセスする幹線軸（ＪＲ駅）に

接続するサービスを提供する重要路線と位置付け、現路線を継続する。 

・ 計画期間は平成 29年度から平成 32年度までの 4カ年とし、社会情勢の変化や利用者ニーズの変化等を踏まえ、毎年見直しを行う。 

国府多賀城駅の 
交通結節点化強化 
 

さんみらい多賀城・復興団地への対応 
・新たな集積に対応したニーズの把握 

  

七ヶ浜町の路線バス・コミュニティバスとの調整 

2．基本方針に基づく基本目標と取組内容 

課題①まちづくりと交通との連携 

課題②復興事業の進捗との整合 

課題③安定的なバス事業経営 

課題⑤高齢者の移動手段の確保 

課題⑥わかりにくい利用環境 

課題④鉄道への乗り継ぎ需要 
への対応 

経営 
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課題⑦隣接市町との調整 
広域
連携 

【本市の公共交通を取り巻く課題(概要)】 

<ソフト施策の概要＞ 

・ 復興事業、鉄道との乗り継利便性、利用者のニーズ等を踏まえたルート・ダイヤの見直し  ・市内運行路線全域を掲載した広域バスマップの作成 
・ 運賃体系の見直し、運賃収入外の業務スキーム検討     ・運転手の接遇対応水準の底上げ 
・ 多賀城駅前施設とのタイアップ企画の検討・実施      ・隣接市町、交通事業者との調整・連携 
・ バス情報（ルート、ダイヤ、バス停位置等）の更新・統一化    ・ニーズ把握のため定期的なアンケート等調査の実施 

塩釜市の路線バス・コミュニティバスとの調整 仮設住宅の廃止に伴う再編 
・西部線のルート見直し・改善の検討 

岩切駅の 
交通結節点化強化 

生活交通ネットワークの将来イメージは以下のとおり。 

  

①多賀城駅の交通結節点化強化  ②周辺整備と一体となった公共交通サービス 
・JR との乗り継ぎに対応したダイヤ再編   ・まちづくり」と「交通」の整合 
・バス停の集約統合・情報提供の統一 
・駅とバス停の乗り継ぎ案内誘導 

宮内災害公営住宅へのより良い交通環境の整備 
・既存路線バスのルート・バス停位置の変更 

【多賀城西部線】 
◎便数 
平日 12 便 
休日 7便 

◎運行料金 
一律 200円 

【多賀城東部線】 
◎便数 
平日 28 便 
休日 10 便 

◎運行料金 
距離制 

 
基本目標①「まちづくり」と一体となって生活交通を再編する 

基本目標②自立した持続可能な生活交通サービスを提供する 

基本目標④誰でもわかりやすく・使いやすい利用環境づくりを行う 

基本目標⑤多様な主体と連携し生活交通ネットワークを維持する 

基本目標③鉄道駅を中心とした生活交通ネットワークを形成する 

基本方針に基づく基本目標、4 カ年で取組む事項は以下のとおりとする。 

多賀城市ネットワーク計画素案(概要) 


